
複数の選択肢
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増減比（GHG/GHG）

①「長期需給見通し」努力継続・
米EU目標並み

③「長期需給見通し」最大導入
改訂（フロー対策強化）

⑥先進国一律－25％

②先進国全体－25％・限界削
減費用均等

④先進国全体－25％・GDP
当たり対策費用均等

⑤ストック＋フロー対策強化・義
務付け導入

※RITE、国環研で分析を継続中。その分析結果次第
では、国環研の他の国際比較の数字も変わり得る。


